
古
本
説
　
話
集
　
の
　
半
枚
名
字
泳

一

、

は

じ

卯

に

古
本
競
話
泉
（
梅
沢
太
）
は
凍
害
を
少
し
交
え
た
ギ
夜
風

で
麦
記
さ
れ
て
い
る
。
放
っ
て
、
永
富
に
よ
る
表
記
論
・
文

字
諭
掲
平
風
名
を
車
中
に
打
‡
王
汎
る
こ
と
に
な
る
。

平
庇
遇
の
表
記
論
将
二
爪
ま
で
汲
名
産
が
中
心
で
あ
っ
た

し
、
文
字
諭
と
し
て
の
平
仮
名
研
宛
は
字
穂
と
万
稟
仮
名
か

ら
草
夜
皐
を
忽
由
し
て
の
成
立
に
空
き
を
還
か
れ
て
き
た
。

乎
寧
親
前
半
ま
で
が
主
に
対
盲
竺
こ
q
リ
・
後
日
草
道
史
の
対

象
と
見
写
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
奇
警
単
年
口
角
謂
斎
藤

放
鳥
の
実
麓
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
も
字
母
の
異
同
圃

査
の
み
で
甘
く
、
畢
外
政
同
と
書
写
肴
の
哀
堅
忍
激
と
の
関

床
を
承
り
・
書
写
の
伍
を
見
よ
う
と
し
て
い
ろ
。
音
由
車

氏

文
蜜
恵
が
そ
れ
で
あ
り
・
小
私
費
植
民
の
足
軍
書

写

の
原
品
・

の
か
呵
鮮
そ
れ
て
あ
ご
り
．

古
　
内
　
己
ヰ

恕
つ

こ
の
よ
う
母
句
向
の
中
で
、
占
承
認
論
藻
の
平
放
名
の
研

究
に
d
・
主
に
二
つ
の
声
鴫
が
あ
る
。
第
一
亘
ま
だ
単
し
い

諏
壷
の
な
い
鎌
倉
中
朝
の
乎
放
鳥
の
諸
率
を
明
ら
か
に
す
う

こ
と
、
寡
二
は
字
体
調
査
か
、
り
、
奉
束
ね
何
塵
ふ
、
書
写
肴

は
誰
か
を
魚
療
す
る
こ
と
、
二
の
二
見
で
あ
る
。
後
恵
が
明

ら
か
に
q
れ
ば
千
古
永
説
話
集
の
伝
承
里
芋
党
の
唯
一
の
風

殊
吋
手
が
か
リ
ビ
勺
リ
、
南
港
等
吠
外
の
か
胃
に
も
新
し
い

蜃
塁
を
与
え
る
息
で
意
義
示
大
き
く
、
国
語
学
と
し
て
も
、

本
音
の
内
記
し
て
い
る
登
か
曇
豊
津
現
殊
の
確
か
勺
狂
者
づ

け
の
出
養
魚
を
与
え
る
点
で
大
切
で
あ
ろ
。
古
本
沈
論
集
の

薗
語
学
的
研
鬼
を
日
程
と
す
る
私
l
こ
と
っ
て
ー
平
硬
鬼
字
体

の
研
究
は
大
き
い
患
東
芝
積
っ
て
い
う
の
で
あ
う
∵
但
し
、

舞
こ
わ
日
時
の
う
ち
呵
筆
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
明
ら
か

に
し
匂
い
千
舟
凄
一
の
自
縛
に
獲
む
こ
と
も
下
さ
な
い
の
で

あ
7
7
！
そ
少
像
琴
芝
確
出
し
．
そ
れ
空
席
施
し
予
つ
∵
昇

一
三



一
の
白
巧
に
向
言
て
直
し
と
い
う
方
法
を
凍
り
た
い
。
書
写

着
の
塘
定
l
コ
役
目
の
深
層
と
q
う
り

串
瓜
詑
話
者
の
書
写
に
つ
い
て
の
戯
空
々
南
氏
の
文
章
を

讃
ず
引
用
し
た
い
ゥ

会
部
一
筆
で
高
言
∴
∵
別
に
奥
書
も
尉
く
、
筆
者
が
何
人

で
あ
わ
か
知
る
也
も
な
い
が
、
本
文
中
に
五
枚
の
阿
賽
が

あ
フ
て
、
次
の
如
く
記
し
て
あ
る
っ

下
「

⇒
r

′
．
．
ヽ

孝
心
「

叫
「

で

是
迄
鳥
▼
氏
卿
」
三
十
三
軍
兵
左
下
圃

是
草
て
島
民
と
あ
れ
と
も
阿
僻
見
登
り
も
L
同
展
友

一
行
頭

是
よ
り
島
相
卸
し
伺
濱
衷
第
一
行
頭

足
立
鳥
魂
卸
し
九
十
三
鷹
表
左
下
罷

是
よ
り
島
民
卿
し
面
蜃
最
多
一
行
頭

右
の
再
賓
の
内
・
↓
ヨ
酪
郭
l
ま
・
古
い
時
代
の
一
輝
の

．

（

　

l

　

（

　

′

．

ヽ

権
力
の
や
う
句
も
の
で
あ
る
∵
こ
れ
に
よ
る
と
・
本
え
三

十
三
環
衷
ま
で
と
、
九
十
三
党
案
よ
り
最
後
ま
で
ど
を
、

島
民
卿
の
牽
と
し
、
三
十
三
滝
衷
J
リ
九
十
三
瀬
表
ま
で

憂
患
相
細
筆
と
見
て
ゐ
∵
句
の
で
あ
る
っ
出
の
附
貴
は
、
上

の
四
つ
の
耐
寒
と
l
ほ
別
葦
で
、
晴
代
も
迫
也
と
者
へ
ら
れ

る
の
千
あ
る
か
、
最
初
よ
り
舞
三
十
三
密
着
ま
で
の
島
民

卿
馨
を
否
定
し
て
、
珂
解
尼
の
馨
り
√
り
ん
と
言
っ
て
ゐ
ろ

の
で
多
な
。
草
す
る
に
、
島
民
・
烏
樋
野
発
現
と
、
珂
輝

一
四

花
－
鳥
魂
・
島
民
三
尊
荒
と
に
な
る
。
葦
し
て
本
者
の
筆

者
料
㌣
も
っ
て
・
円
価
尼
・
鳥
栖
・
農
民
三
者
l

て
撮
寸
ペ
コ

か
苔
小
d
l
遠
に
函
じ
が
た
い
画
で
あ
る
伊
、
本
貫
聖
二

筆
に
よ
り
令
馬
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
う
こ
と
将
妥
宙
で
あ
ら

う
。
意
に
二
薗
姉
に
書
か
れ
に
自
発
が
一
車
で
あ
わ
か
ら
、

こ
れ
芋
上
の
三
尊
と
別
室
と
見
れ
ば
！
本
音
の
登
嘉
高
遠

葦
と
す
べ
き
で
あ
ら
っ
。
辛
寸
る
に
泉
事
の
善
者
は
不
明

で
．
あ
る
か
・
そ
の
書
風
及
訂
歌
軍
等
よ
り
見
て
1
鎌
倉
中

期
を
下
ら
互
い
も
の
と
者
へ
ら
れ
な
の
で
あ
弓
て
、
そ
の

牽
頭
も
杏
麓
で
能
書
ヒ
い
み
べ
き
千
あ
う
。

（
書
エ
ロ
墳
為
刊
行
会
複
製
、
解
蔑
、
醇
和
三
十
年
二
月
）

出
口
久
植
民
も
「
水
音
の
費
預
が
教
人
に
わ
か
れ
て
お
り
、

．
た
．
い
た
い
康
倉
中
期
を
下
右
慧
い
と
思
わ
れ
る
二
と
は
た
し

か
で
、
畢
優
秀
農
．
古
雅
璃
す
べ
き
草
鷹
で
あ
る
ご
．
（
日
永

古
墳
全
書
！
嘱
婆
昭
和
四
十
二
卑
九
月
）
と
、
愕
ぼ
両
親

の
見
解
で
あ
う
。

戯
鞄
は
漫
睾
の
み
で
書
か
れ
、
永
二
欠
の
平
膿
烏
ビ
異
守
る

印
象
が
虜
い
の
で
．
別
孝
と
†
し
れ
た
の
で
．
あ
ろ
う
か
、
個
々

の
壊
享
子
水
夫
中
に
存
て
る
心
の
壷
比
べ
て
み
る
と
、
迫
似

し
て
打
つ
！
牟
史
の
い
す
れ
か
ど
何
じ
い
可
乾
性
が
あ
る
3

二
の
丸
l
音
別
の
機
会
に
番
え
に
い
や

以
上
の
碑
泉
の
ー
1
ち
、
本
夫
に
「
＝
て
次
の
ご
と
く
愚
弟



し
て
み
た
。
▼
為
租
肇
に
穐
竺
つ
れ
タ
帯
食
が
巌
の
上
下
に
会

か
れ
て
い
る
。
二
八
至
一
孝
会
殊
と
し
て
倒
峯
の
葉
芋
私

は
靖
っ
て
い
7
1
の
千
、
二
姓
を
下
段
に
還
く
。

百
錬

本
文
A

衣
文
B

〕

∵

．

「

一

「

、

r

∵

・

討
撃
ふ
蒜

相
聞
～
抑
㈲

。
〔
軌
鱒
三
〔
軌
鯉
　
誹
軌
鯛

同
且
一
届
細
凶
日
凹

「
剖
尋
l
一
「
劇
－
痢
コ
［
‖
鳳
∪

摘
〓
〟
　
　
オ
n
U

（
旧
Z
～
督
摘

∴

　

二

　

∴

－

∵

‖

∩
問
］

［
日
間
∪

有
事
盈
句
繋
ナ
曇
呆
現
時
壌
総
索
引
の
ペ
ー
ジ
。

書
写
の
帰
朝
も
人
も
不
明
年
額
料
で
論
を
産
め
る
エ
ビ
に

つ
い
て
、
一
、
苫
し
て
お
き
た
い
。
不
頭
と
い
っ
　
て
t
、
角
帯

後
売
場
線
の
書
戌
で
、
錬
食
中
廟
は
間
違
い
句
さ
そ
う
で
あ

り
、
島
民
、
為
蘭
勺
と
の
自
尊
、
弄
い
l
n
市
喝
力
あ
る
壷
料

ほ
珪
酸
的
多
／
＼
・
今
回
は
試
み
匂
い
l
了
れ
．
㌢
彰
、
甚
敦
の
像

が
あ
る
の
有
∴
草
右
し
ろ
い
。

更
に
興
味
深
い
の
ね
、
本
、
又
が
密
会
吉
子
あ
る
こ
と
白
線

で
あ
ろ
。
本
文
の
A
と
ち
、
C
と
D
の
鹿
は
丁
．
の
表
裏
の
蘭

l
二
町
っ
て
い
ろ
ゥ
縫
っ
て
∴
　
書
写
の
三
乃
至
甘
名
は
召
常
に

曳
直
の
蘭
債
に
あ
告
半
畢
足
さ
れ
よ
う
計
　
書
写
晴
廟
た
大
互

い
確
り
が
あ
ろ
う
と
は
敗
れ
れ
な
い
。
漁
壷
品
言
言
え
ば
、

同
一
共
時
乳
の
渾
姪
の
茸
料
彿
二
二
一
一
ト
あ
る
の
で
あ
る
。
み

量
も
ほ
ぼ
似
て
お
り
、
棉
旦
兄
薮
至
り
策
手
車
わ
か
ら
、
書

写
、
頂
名
に
「
言
て
の
晴
亘
的
冥
愚
性
と
嘩
住
と
左
明
ら
か

に
L
ケ
る
絶
好
D
賓
料
y
こ
き
乙
ろ
六
二
㌣
あ
え
二

写
本
の
又
宇
治
、
表
、
記
諭
に
と
っ
て
・
東
学
奉
の
底
本
と

の
関
係
は
最
も
考
慮
を
払
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
．
埼
猥
本

も
転
写
本
で
あ
る
二
と
自
画
ら
小
で
あ
る
け
判
読
瑠
浄
互
周

所
を
礫
写
し
、
「
本
し
「
本
マ
マ
」
の
注
記
机
め
り
、
肩
移

り
の
鑑
と
料
の
机
を
輸
入
も
草
乙
る
シ
絶
っ
て
・
率
ネ
左
療

写
し
た
の
で
あ
れ
煉
、
晦
荒
本
の
矢
字
義
で
句
く
守
る
け
れ

ど
も
、
そ
月
眉
車
と
の
簡
保
目
線
や
小
包
よ
う
に
恩
の
れ
葱
の

理
由
と
．
し
て
衆
の
項
日
を
卑
す
え
よ
う
か
っ

／
、
、
草
丈
が
潤
筆
で
・
そ
れ
そ
．
れ
字
体
・
書
体
l

こ
欄
性
が

あ
′
ろ
・
。

2
・
字
藤
の
壊
株
に
つ
い
て
空
軍
半
も
瑠
偉
牢
著
し
い
。

J
、
鑑
詭
凛
の
書
写
は
調
額
壊
廉
句
と
わ
よ
り
は
泉
軽
に

㌔
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
の
！
・
2
月
後
に
碁
べ
る
と
こ
ろ
で
奉
る
。

二
、
書
体

書
件
に
つ
い
て
は
、
回
誇
学
の
主
朗
空
と
u
L
が
た
い
が
、

事
体
魂
査
の
前
段
席
と
し
て
、
貫
牙
、
資
料
僅
埠
泉
の
観
点

一
五



小
、
ウ
∵
簡
蛍
∴
h
触
㌫
∵
（
お
く
必
暑
い
か
め
る
。
｛
以
下
、
前
ペ

ー
ジ
の
藍
会
に
よ
リ
A
糞
・
日
雀
等
と
叙
す
る
。
刊
の
所
在

再
ペ
ー
ジ
・
行
に
去
る
も
　
こ
れ
は
原
本
丁
敏
の
爵
教
に
労
う
）

A
尊
は
印
象
が
解
か
で
あ
る
。
埠
や
二
主
宰
客
室
丸
に
し

て
発
く
禰
く
豊
席
で
薙
げ
奇
。
息
の
長
い
孝
で
あ
る
っ
痩
議

の
ゑ
餌
為
し
′
＼
、
務
ノ
ヽ
細
い
教
は
穀
や
た
冤
リ
、
影
印
も
困

難
長
持
と
そ
あ
う
り
　
苫
・
じ
・
葦
l
寺
似
て
い
て
、
大
小
璃
歌
の

夏
が
ク
マ
く
、
金
成
に
大
き
の
の
字
酌
で
、
施
し
て
い
る
。
じ

孝
の
カ
小
吏
鹿
の
字
量
が
ク
ー
付
く
、
古
漬
字
鹿
の
轟
き
に
温

く
互
フ
て
い
を
。
p
善
言
A
筆
に
軋
い
寄
掛
で
あ
る
が
心
さ

め
の
写
形
で
大
き
1
石
森
化
グ
甘
く
軍
き
疲
弓
て
い
て
二
洩

渡
し
て
乃
印
象
は
A
賓
と
大
き
く
異
句
も
二

一
行
の
字
詰
を
ラ
ン
チ
ム
に
赫
出
し
て
釘
、
ろ
こ
こ
・
A
即

事
m
 
C
㍑
　
p
猫
と
q
っ
樗
ソ
泉
壊
、
豪
語
の
間
に
甲
写

も
の
羞
恥
あ
り
・
A
と
p
、
古
と
C
の
問
に
有
産
群
あ
っ
に
。

周
で
乃
末
書
の
う
ち
ま
す
貰
専
「
人
し
・
軍
寒
リ
上
▼
隼
与
。

初
一
癖
与
二
川
放
し
て
後

の
運
筆
に
空
章
と
も
塙

色
が
あ
る
。
神
風
の
予

の
放
漫
か
、
ウ
ニ
轟
に
承

か
か
を
珂
べ
た
の
が
下
、
泉
で
め
う
り
　
A
と
C
が
玖
て
い
う
が
、

二
風
の
止
め
示
、
A
で
l
コ
函
逢
し
点
ユ
リ
上
に
誓
う
碩
何
が

発
く
・
じ
月
初
風
芝
草
り
千
狭
い
角
度
去
り
し
て
右
下
へ
曲

爪
う
。
男
は
止
め
の
替
る
傾
向
水
頭
嘉
で
、
D
月
産
鹿
を
和

風
の
左
上
に
凰
わ
し
、
中
程
小
や
や
上
か
、
り
右
下
へ
降
ろ
二

把
に
も
八
草
に
、
た
し
へ
や
9
）
　
乃
ご
写
＼
塊
章
が
連
登
に

句
う
貴
誌
が
あ
り
、
乱
筆
に
認
折
ら
れ
つ
い
、
吋
と
埼
色
を

見
た
L
う
カ
バ
．
甲
筆
の
存
在
を
確
認
で
き
る
ゎ

夜
烏
で
は
「
　
i
l
 
L
に
つ
い
て
ふ
よ
ろ
ノ
㌔

A
ム
∵
大

貫
へ
人

∴－．
牽
£
′
ん
ァ
中
∧
（
筈
）

丁
第
・
日
ま
！
ハ
の
　
（
緑
・
7
）

ひ
三
㌧
j
～
㌢
／
へ
ハ
　
ハ
単
も

二
八
捏
↑
〕
↓
ゼ
（
呼
且

A
、

［
ロ

ハ
LD

．
I
n
ノ
　
∩
ノ

n

ノ

　

h

り

ノ

′

n

ノ

　

わ

ノ

′
n
ノ
　
h
〓
ノ

・
ム
　
～
八
宗
∩
∵
＼
」
・
h
ソ
　
　
〔
申
5
）

丁
の
ハ
〓
ノ
亙
′
O
I
ア

ナ
り
！
n
／
？
　
巧
ノ

J

J

J

戸

も

r

 

l

ノ

ー

1

　

　

　

　

1

・

∫

月

1

1

（67・9）

（
朋
・
‘
）

へ
御
7
）

A
の
第
．
二
晶
は
初
薗
よ
〓
ノ
左
に
吏
㌻
ウ
1
こ
し
か
れ
で
く
、
そ
の

尊
の
宥
盗
み
は
帽
輩
が
多
い
。
B
の
隼
溝
は
A
に
似
て
い
う

聖
、
和
風
の
上
で
巌
く
な
さ
れ
て
い
7
1
。
C
l
立
初
産
l
よ
り
左

寄
り
に
亜
尊
（
逢
し
て
）
　
に
し
て
貫
く
c
 
D
の
聾
法
高
じ
に



似
て
い
て
、
司
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．
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双
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右
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．
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．
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鞍
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∴
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∵
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／
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J
芝
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勺
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縫
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努
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あ
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草
体
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茨
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叉
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。
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菱
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才
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て
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迫
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添
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甲
孝
そ

れ
阜
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膏
魚
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締
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あ
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薗
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き
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▼
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l
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A
B
C
事
の
噸
に
記
号
で
示
丁
櫛
を
放
け
た
。
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「
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侃
名
異
体
の
中
で
の
甚
率
色
糸

寸
も
の
で
あ
聖
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叡
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搾
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㊥
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％
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噂
覧
L
l
補
有
「
『

書
体
の
伺
人
見
と
薬
に
、
茜
′
人
で
も
、
行
頭
・
脅
東
・

盈
噂
の
専
盆
、
墨
っ
ざ
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．
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膿
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仁
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。
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。
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∴
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√
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放
　
圃
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部
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準
忠
敬
　
閉
脚
桝
再

竜
泉
の
字
蔑
ご
と
に
垣
之
た
教
と
萄
よ
し
た
毅
と
は
異
母

与
り
こ
れ
t

l
司
′
辛
渡
に
二
乃
至
二
か
濱
路
を
乳
の
空
耳
苑

堂
と
っ
仁
だ
の
で
あ
る
8
∴
即
ち
・
次
の
才
人
値
で
あ
る
。

・
つ
ノ
　
　
毒

・
言
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せ
　
号
て
〕
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つ
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後
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え
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打
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乙

ノ

彦
〕
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役
　
塞
V

つ
・
．
1
し

．

．

4丸

＼
】
爪
、
り
は
・
字
源
に
追
い
も
の
と
同
じ
草
筆
に
よ
る
患
い
右

打
と
の
風
食
票
一
つ
・
守
q
r
）
が
費
く
l
、
遅
発
の
葵
巧
む
も
の

と
し
て
・
は
、
J
T
亀
、
も
・
む
、
が
あ
り
．
ふ
・
早
う
、
1
中
寺
t

将
軍
殊
化
乃
逸
ん
で
諷
覚
的
に
大
き
い
泉
の
あ
る
事
の
で
あ

ろ
。宰

称
の
音
蹄
と
し
て
・
①
学
風
、
運
筆
の
息
で
他
と
明
味

埜
甲
種
ゲ
畢
軍
手
的
な
二
と
∵
②
他
と
異
句
を
麓
珂
豪
商

及
い
命
日
が
あ
る
こ
と
、
二
の
〓
一
見
を
拳
叶
う
ろ
誓
り
げ
、

ノ
　
九



字
源
の
珂
じ
い
「
う
㍉
ど
「
、
争
し
け
別
早
良
｛
い
う
二
と
に

な
ろ
う
！
鑑
に
？
e
｛
誓
「
－
写
‥
つ
「
〔
午
と
中
料
豊
型
酌
も

存
7
う
暗
n
∵
覆
界
の
刹
別
力
感
艶
が
生
じ
ろ
二
平
成
鳥
酌

が
廟
の
骨
斜
や
声
調
古
孝
明
午
と
に
・
？
T
の
画
壇
占
㌫
あ
り

諦
煙
雲
口
孝
額
に
よ
皇
子
恥
表
1
1
喝
衷
さ
紆
ろ
放
鳥
末
∴
頑

一
資
料
を
破
い
竃
が
、
リ
、
鋳
肴
に
よ
っ
ナ
争
革
が
あ
年
、
字

株
数
乃
報
告
に
も
二
寮
と
見
互
い
こ
と
が
ダ
い
。
V
館
食
中
鰯

の
歯
誤
本
古
本
洗
串
県
で
甘
こ
け
羅
占
㌫
タ
甘
い
。
平
晩
去

就
立
よ
り
数
世
紀
を
経
た
崎
息
で
、
は
、
平
鞍
㌢
1
．
つ
」
と
こ

れ
と
科
料
高
言
：
二
写
し
と
に
命
料
蒜
し
た
の
で
め
ろ
う
㌧
　
そ

し
て
1
号
」
を
〓
剤
い
り
U
C
費
の
加
く
ま
リ
緑
黄
勾
殊
是
を

椅
フ
も
の
も
あ
る
ヶ
者
写
経
足
の
間
憩
で
．
も
あ
う
乃
千
、
飯

倉
時
、
八
と
い
え
．
．
と
、
賓
料
に
ま
う
個
別
予
塙
持
あ
ろ
う
。

㊤
の
侵
い
倉
持
に
つ
い
て
は
、
表
音
文
字
で
あ
る
仮
名
と

し
了
は
、
同
じ
骨
預
を
嘆
整
寸
を
風
面
南
で
の
そ
れ
を
鼻
l

貴
と
す
る
。
．
但
し
・
草
軍
政
部
に
甘
馬
別
布
丸
首
奇
書
れ
症

、．（3〕

を
干
せ
小
耳
つ
か
い
が
あ
り
、
錬
倉
喝
叶
に
入
1
て
定
家
皮

革
違
い
が
あ
り
、
望
刀
の
影
響
下
に
あ
る
誓
了
放
さ
れ
百
本

写
本
の
畢
き
は
、
現
象
貞
線
趣
に
匂
う
「
更
に
（
音
頭
に
つ

雪
が
ら
甘
い
）
字
形
刀
観
点
の
み
の
妓
い
会
可
が
貴
え
ら
れ

を
。
墨
の
濱
項
、
課
の
軍
規
を
髄
め
、
言
外
一
l
＼
壊
／
＼
盈
牲
ろ

美
恵
絆
に
4
与
度
い
サ
リ
と
選
録
し
・
字
体
五
誌
聖
盟
7
才
る

二
　
〇

に
ノ
隻
視
界
早
口
っ
さ
リ
セ
す
、
．
開
墾
小
名
フ
い
。
年
俸
一
覧
－
て

「
き
し
と
、
「
条
ノ
し
皇
虜
ぺ
ろ
二
と
は
、
「
れ
・
⊥
八
尋
」
と
い
一
つ

寒
害
漁
空
併
互
ち
レ
ベ
ル
か
・
ヱ
投
下
い
か
を
功
の
、
で
㌫
γ
〇
二

＞
ノ
ー
口
碑
か
て
．
あ
右
ノ
。

侵
い
今
月
に
は
、
把
に
・
抑
詞
に
孝
ぐ
研
い
ら
れ
る
「
．
H
L

「
窄
㌧
錆
色
乃
豚
糸
の
線
く
喝
に
椚
い
百
二
∴
ド
L
が
あ
る
。

厚
い
分
け
D
屋
外
型
に
つ
い
て
ほ
埠
に
述
べ
た
い
。

侶
字
麻
の
数

字
外
力
壕
よ
り
見
た
間
毯
鼓
に
「
き
考
え
て
み
る
っ

キ
流
星
異
に
サ
云
孟
竺
隼
判
別
し
敬
い
。
台
風
乳
詣
廉
千
は

A
酵
8
7

3
じ
刊
D
9

7

で
・
全
巻
で
は
博
捜
で
あ
る
っ
＼
」
れ
キ
」
杷
督
鵜
と
軋
政
工
て

み
薫
小
堺
昔
風
浄
土
癖
「
古
代
平
憺
名
の
邦
再
会
汗
別
∵

〔
J
T
〕

宇
摩
「
賢
し
の
「
平
安
碕
付
の
古
筆
和
し
磯
に
上
り
園
を
†

れ
は
左
甘
通
り
で
あ
云
・
。

聴
錬
受
斜
l

二
空
身
量
の
薗
琉
午
。
・
簸
ろ
頒
展
（
藍
本

も
含
め
て
）
を
会
く
欠
／
＼
も
の
恥
あ
る
っ
宙
家
康
功
に
戌
、

「
ど
∵
え
∵
・
ヨ
∴
ヰ
・
ヱ
」
五
厘
に
鼻
寸
を
半
政
義
字
体
が

互
い
。
政
聖
和
「
逢
泉
相
も
字
各
を
欠
き
、
性
愛
科
と
頑
列

に
？
フ
巧
い
の
で
・
酷
い
㌢
そ
の
把
に
つ
い
て
も
欠
く
政

見
芝
番
線
畠
で
声
記
し
て
お
／
＼
。



放
萩
帖

島
野
和
事
一
穫

寸
ぬ
亀
色
緻

藍
紙
本
万
策
桑

十
五
掛
敢
合

敵
城
如
猥
朝
敵
鼻

元
米
車
古
今
廉

l
l
ウ
へ

‖
日
　
　
工

価
で
江

沼
七
二

％
㌔

・‥山ヾ
いー

柁
㌔

脱

鑑
色
軌

高
野
申
孝
二
應

関
戸
本
古
今
集

本
阿
弥
相

島
野
間
第
三
度

二
箆
ふ
本
線
壊
展

超
㌔

巧
㌔

郎
（
Y
D

八
U

八
U
 
b
へ

川
甲
　
立
7

円

石
筆
m
力
数
値
が
元
氷
本
古
今
壌
刀
融
か
ら
盛
観
丸
万
東

泉
月
刊
奇
で
痛
広
い
こ
と
に
駕
か
さ
れ
ろ
J
古
筆
わ
笹
薮
示

鼻
息
酷
に
よ
る
撮
巧
的
衷
乳
の
世
界
で
、
あ
ろ
に
り
そ
あ
云
∵
1

が
、
壁
の
多
寡
月
影
賓
も
あ
る
亨
っ
に
思
わ
れ
∵
冥
∴
グ
貴
ネ

ち
脅
影
響
空
　
軍
に
発
布
不
足
草
野
に
該
当
丁
う
汲
名
立
嵐

を
欠
く
だ
け
で
母
く
・
存
す
る
普
鯖
に
応
ず
る
綴
名
字
蜂
の

賞
味
の
癌
に
も
及
ぶ
こ
と
が
堆
射
㌻
十
れ
ろ
ふ
ご
ぐ
ち
云
二
．
ど
爪

習
斜
言
上
も
一
二
凰
し
か
忠
乱
し
甘
い
異
称
が
教
麿
冬
了
う
．

そ
乃
賓
料
が
も
し
半
在
調
音
で
み
早
＿
　
そ
の
異
称
の
敷
現

し
互
い
軍
は
高
い
。
膵
登
で
．
あ
れ
は
未
見
の
其
れ
が
忠
現
寸

脅
か
も
し
れ
匂
い
。
こ
乃
骨
こ
し
て
は
喪
称
が
多
目
、
（
討
へ
い

1
1
グ
巧
い
）
と
い
う
判
断
の
方
、
式
が
あ
れ
繚
よ
い
が
・
。

敷
丈
賓
料
で
．
1
号
礪
当
量
甲
肇
掻
さ
れ
ろ
。
前
屈
豊
穣
氏
持

な
の
賓
料
甲
程
の
冒
頭
よ
り
放
鳥
五
キ
キ
ク
各
節
し
、
字
凍

（5）

鷲
鼻
に
す
を
畢
鴎
の
載
き
領
蜃
さ
γ
に

隻
j
更
級
目
礼
　
　
犯
　
鍛
練
平
呼
雅
語
　
　
？

。
絃
欝
漁
民
嫡
語
が
　
髄
　
頭
吼
雨
司
畑
語
麦
酪
餅
鮎

藩
l
偲
定
良
筆
賓
料
に
つ
い
て
は
、
更
に
療
象
L
R
攣
れ
た

蘭
変
が
あ
る
。
堰
喜
正
子
Ⅸ
「
藤
虎
定
を
豆
亘
泉
に
六
万
も

畢
捧
●
脱
蕗
の
及
印
譜
に
つ
い
て
の
一
考
薮
へ
討
衷
六
㌣
あ
る
1

こ
れ
に
よ
れ
甘
、
御
甲
麻
製
級
日
誌
の
凰
酎
辛
味
は
更
だ

串
壷
′
新
一
「
畢
　
酎
二
即
　
か
　
脚

九
捜
夏
空
え
ら
こ
と
に
句
う
っ
肴
に
可
奈
の
他
愛
商
売

曙
達
家
本
古
今
・
蜃
　
盤
　
　
迫
1
1
、
を
事
　
　
　
　
犯

矢
轟
奉
げ
努
地
籍
　
門
　
　
鼠
森
泉
土
足
□
∵
記
．
．
門

と
な
「
・
了
料
リ
、
併
薪
の
青
弥
富
星
泉
土
足
日
放
将
鍋
で
あ

を
っ
二
、
机
．
り
∴
∵
J
 
l
ノ
定
、
諒
の
凰
甲
子
外
敵
（
掌
濃
を
異
に
す

る
）
乃
丸
薯
が
判
明
7
★
二
！
但
し
、
止
什
脊
索
は
土
左
日
記

の
三
朝
に
も
痛
k
n
∴
去
至
∵
翌
手
写
殊
も
サ
完
い
力
で
あ
る
り

均
．
「
蒜
与
十
㌢
数
値
と
古
瓦
漁
準
泉
の
そ
れ
と
き
れ
赦
し

て
ふ
う
と
、
古
本
訳
詩
篠
本
筆
の
辛
東
を
貫
に
了
る
辛
味
の

故
は
、
青
草
卑
上
り
一
段
ケ
匂
い
と
望
－
苧
乙
よ
ー
つ
。
だ
が
、

定
蚤
の
睾
y
－
け
甲
乙
導
く
∵
中
午
も
A
筆
は
や
や
ゑ
7
い
。
こ

の
状
深
田
事
象
の
よ
′
つ
で
も
あ
う
が
、
温
帯
泉
と
い
う
平
笥

句
失
殊
の
喪
の
賓
料
ヒ
し
て
・
も
フ
V
J
ケ
薮
を
子
思
し
て
い

た
∵
の
で
．
あ
）
て
・
患
外
に
多
ノ
い
ソ
一
い
う
印
象
宰
変
じ
え
甘
い
。

恐
ら
く
書
写
肴
肝
、
苛
め
に
い
う
鳥
′
琉
・
呵
仏
産
．
為
租
か

ェ
一



ど
う
か
絹
墾
l

二
着
だ
与
ソ
∵
し
て
乙
、
才
ふ
〃
J
二
ノ
与
レ
ベ
ル
の

人
で
あ
ラ
っ
ヒ
謡
わ
れ
、
右
筆
に
侍
れ
た
琴
竜
の
牽
違
い
示

二
二
に
撃
娩
た
寸
の
y
患
わ
れ
る
っ

昌
尊
＞
」
い
え
甘
、
小
私
塾
夫
氏
の
滅
車
掌
の
、
誓
〔
縞
が
豊

源
　
泉
汚
（
墜
足
）

藤
原
拝
啓

藤
裸
足
史
ハ
居
・
足
）

藤
雇
．
定
信

藤
筏
穀
長

篠
原
琴
賃

藤
康
覆
永

（
要
薪
革
和
衷
胡
畢
泉
）

戌
監
事
牟
万
葉
集
）
、

（
ニ
ル
l
牛
革
古
今
束
）

（
軽
岬
三
十
六
人
敢
華
さ
平
務
）

（
二
鞋
ム
ユ
牛
後
輯
展
）

（
喜
子
下
絵
空
撮
甜
瓢
凛
）

（
上
山
嘲
承
賞
合
）

那
（YHU

0
1節鴇3

n
U都り

ん

小
私
兵
l

寸
石
の
翠
蚤
に
墓
い
て
、

こ
の
柳
右
上
そ
一
世
紀
に
れ
た
ち
空
全
体
吋
に
蒋
甘
晴

代
乃
7
番
に
つ
れ
て
辛
殊
紗
教
示
ケ
彗
′
㌦
甘
な
現
採
択
認

聖
り
れ
ろ
‥
三
に
便
れ
▼
n
r
か
誓
字
体
廿
で
別
の
誘
客

に
よ
り
盤
覆
し
た
轟
果
、
私
粒
三
二
九
と
か
r
；
一
、
ろ
こ
と

が
で
き
モ
∴
了
甘
汀
与
、
卑
卑
朱
廓
言
葺
け
う
示
q
憂
嵐

の
賂
翠
が
約
三
〇
〇
字
で
．
、
一
人
一
人
．
の
風
前
字
数
は
．

だ
＝
∵
に
い
一
〇
〇
－
二
〇
〇
字
で
あ
ー
R
V
と
い
う
㌻
う
っ
一
そ

し
て
）
粗
食
・
室
町
と
痢
汀
が
下
も
l

て
つ
れ
て
、
い
り
が

話
と
し
て
の
「
型
」
に
蜃
祖
し
て
い
T
R
と
同
時
l
こ
、
そ

の
字
体
と
し
て
の
1
型
L
も
河
芥
罷
亀
て
炭
て
い
↓
た
㌦

ノ
∵
！

ど
述
べ
ら
仕
洋
二
『
後
項
和
音
草
花
杏
と
哲
軋
㌔
事
雀
も
仁
も
）

ぎ
患
す
べ
き
d
、
．
前
喝
の
「
平
幕
囁
け
C
盲
車
用
L
の
甲

に
異
風
す
、
ケ
資
料
が
あ
り
・
そ
の
単
に
杜
．
し
畢
し
ノ
＼
タ
い
、
し

㌢
下
ろ
う
∵
∴
抑
チ
∴
亀
頭
本
斤
東
泉
l

ユ
碑
午
。
甲
禿
冬
恥

古
今
轟
け
船
長
㍗
曇
興
、
二
荒
や
杢
隼
草
桑
は
骨
か
ら
前
へ
、

い
す
れ
む
小
拡
食
酢
窮
極
脾
翠
大
し
て
．
い
ろ
。
こ
れ
．
ほ
、
小

拡
氏
が
、
字
漉
す
壷
二
㌧
7
万
字
体
窄
み
て
．
甘
く
、
字
革
を
l

司

じ
ー
丁
寸
を
仮
名
に
咤
窮
の
字
体
手
許
一
郎
も
登
場
を
y
三
で
お

う
．
机
を
争
っ
て
あ
ろ
う
∴
V
と
積
れ
戌
、
＼
一
招
卓
赤
絵
鎮
ノ
目
角

の
乳
準
に
宜
を
珂
画
で
あ
っ
て
、
他
人
が
他
者
判
の
準
纏
㌢

こ
れ
に
帰
せ
て
喝
す
る
二
と
持
む
．
つ
牟
し
ソ
て
、
ケ
ネ
五
㌢
笠
∵
恵

存
碑
教
字
体
を
認
誓
う
ユ
タ
法
子
字
体
を
老
年
験
し
、
窮
迫
を

禾
し
た
が
、
珪
薮
に
は
字
源
を
寅
だ
す
え
彙
昔
よ
ら
㌣
ら
こ
と

え
年
い
千
句
ろ
十
㌧

中
華
一
旦
の
畢
値
1

1
、
本
稿
と
し
て
昼
奉
真
言
二
紺
め
な
ふ
黒

番
草
の
寒
空
1

1
納
得
わ
い
′
く
と
こ
ろ
ネ
あ
け
二
口
本
謎
串
環

l羊
「
型
．
」
の
高
二
リ
亘
ふ
㌧
鳴
ら
か
∵
に
勾
了
に
贅
料
y
」
見
て
ゆ
き

に
言
い
y
I
畢
1
。
に
だ
、
二
役
里
に
つ
い
て
十
言
す
れ
ば
・
前
掲

骨
柄
単
畠
疎
亘
埠
主
蚤
面
公
朱
筆
溌
転
句
語
の
数
垣
を
見
て

威
す
．
与
よ
圭
だ
ナ
文
学
洋
風
書
写
の
．
世
草
で
自
若
窮
に
車
線

裾
線
少
す
ろ
ゴ
ビ
l

J
り
く
、
寒
簡
二
葉
寄
り
ヒ
吏
輿
呵
賓
料

は
ヨ
汽
申
ら
争
債
が
異
持
つ
て
い
に
よ
ヶ
で
あ
る
ゥ



五
字
体
の
壊
れ
頻
及

一
服
の
字
体
泉
に
は
∵
頻
繋
－

て
河
い
ら
れ
7
。
も
の
も
、
一

二
度
の
も
の
も
同
等
に
鼠
ん
千
い
る
っ
輝
度
注
記
群
奉
れ
墜

全
体
呵
軍
渡
が
具
体
的
に
句
リ
、
層
々
の
病
性
も
甲
・
フ
か
に

亙
ろ
一
l
∵
そ
れ
に
将
、
芙
康
、
江
率
の
壌
字
の
革
合
羊
そ

れ
を
記
号
化
し
た
渇
合
が
考
え
ら
れ
う
。
本
格
で
は
縁
者
を

試
み
『
＼
J
机
に
よ
り
嘩
末
本
田
葦
の
華
亀
住
と
圃
僅
ヒ
ポ

奄
取
r
L
拾
う
よ
－
つ
に
思
わ
れ
る
。

軍
陣
字
侵
耐
の
甲
心
に
q
三
男
星
の
鳥
い
）
享
殊
に
重
患

を
孟
い
て
・
田
費
を
統
合
し
に
全
体
の
碩
向
に
つ
い
て
考
え

て
ム
∵
ゥ
。
柑
急
∩
て
一
律
に
毘
合
さ
れ
て
い
を
半
枚
点
字
妹
に

吐
い
字
体
（
望
ト
で
再
現
亘
字
体
ゾ
う
み
証
す
。
）
が
見
、
え
て

い
ろ
二
土
れ
ー
と
班
息
と
し
了
次
の
チ
つ
に
詩
体
乏
昆
介
し
て

み
た
。
そ
の
今
風
。
密
度
の
研
頚
で
も
あ
り
、
孝
升
廟
「
て
に
、

、
＼
へ
い
考
〕
　
　
き
甥
（
枇
1
）
　
く
（
卑
）
　
ス
つ
離
（
茄
〕

ら
（
を
）
　
て
く
（
を
塙
）
　
　
戯
（
易
）
　
　
舶
妹
（
与
）

へ
（
魯
）
　
し
（
専
「
も
丸
（
ゑ
）
　
l
p
〔
き
）
　
ゑ
C
丸
）

4
・
理
丁
字
蜂
を
多
く
耐
い
・
異
字
濃
の
享
尽
き
併
せ
面

い
1
C
、
・
つ

わ
（
月
）
　
　
と
隼
）
　
二
子
（
お
札
）

し
（
本
納
）
　
と
（
苧
）
　
　
伝
も
ふ
（
甚
）

い
（
け
む
わ
）
　
　
　
ふ
〔
ゆ
布
・
）
　
ヨ
叉

う
事
（
息
み
軋
）
　
　
の
乱
（
旦
）

確
穫

下
－
（
巧
）

の
乃
（
杜
）

．
・
・
・
母
）

ろ
〔
鵜
〕

5
、
現
代
字
体
と
対
を
†
る
異
字
環
の
字
体
が
あ
り
・
∵
犬

に
よ
く
司
い
ら
れ
ろ
。

寸
」
々
・
春
撒
八
　
　
れ
ガ
ゼ
せ
雪
　
　
免
の

7

替

－
ノ

寸

－

勺
も
〓
ノ
（
象
）

l
子
株
息
の
異
句
る
＼
：
l
一
圭
こ
の
ろ
二

／
・
芝
、
C
孝
孫
を
周
い
ろ
ク

う

（

守

）

　

㌣

　

よ

㌧
（
一
刀
K
）
　
　
も

5
軽

2
、
翠
〔
羊
蹄
雲
丁
－
聖
㌧
迫
言
∵
酌
寺
忘
ク
く
同
い
う
っ
Z
檀

紙
（
お
）
　
　
月
（
つ
）

3
、
翠
〔
辛
味
を
給
と
、
悶
い
、
畢
写
津
の
字
体
を
痩
聖
に

・
ヨ
し
ケ
ろ
ヵ

1
3
度

け
立
・
．
ヰ
ム
　
・
件
を
（
ノ
孝
ノ
）

も
、
澄
江
宣
殊
の
侵
鞘
が
ケ
『
く
、

い
う
ゥ

ラ
（
か
孟
）
　
　
堂
々
（
亡
ま
け
）

ハ
L
《
々
ハ
昔
日
∵
激
∴

一
γ
（
一
指
）

妃
の
字
体
喜
多
／
く
珂

7
牲

ヽ
∵
あ
普
（
た
）

、
、
」
疋
（
み
）

ふ

ま

し

て

つ

（

に

）

石
の
1
i
4
月
親
権
、
畠
は
7
簿
で
、
、
翠
廿
草
体
仁
多
／
＼
自

′
璧
つ
い
て
い
う
が
・
ま
だ
か
な
当
の
朝
が
、
異
埠
夕
盲
プ
ノ
、
珂

い
・
あ
る
い
は
数
梓
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
の
碑
向
け
雨
樋

富
項
・
▼
爪
の
定
年
馨
更
級
日
罷
、
馬
鳥
碑
を
早
坪
頭
語
空
丁
－

ェ
三



0
ノ
V
b
大
綱
で
．
一
礼
L
I
備
わ
、
に
良
風
言
：
タ
も
の
が
五
㌢
三

脚
圭
そ
れ
そ
れ
を
比
敢
す
う
と
∴
右
に
元
L
に
異
重
患
と

乗
に
膚
饉
を
も
見
出
す
二
と
が
了
き
う
っ

A
費
1

コ
・
貰
隼
字
密
が
他
よ
り
一
環
と
多
く
、
書
写
に
乾

｝
ヽ
え
ヽ
と
′
て
て
か

し
心
配
っ
ボ
見
ら
れ
ろ
。
r
卑
・
1
・
息
・
息
ノ
・
略
・
二
．
心
・

も
ち
う
ー
‡

葱
・
腺
・
れ
・
卑
ノ
し
句
と
ほ
こ
り
薯
准
白
の
字
棒
へ
古
等
本

会
職
か
ら
バ
靖
亘
珍
し
∵
も
の
で
は
日
日
が
）
で
あ
う
。
ヨ

た
「
．
わ
し
に
対
し
「
拘
」
、
「
．
1
L
に
如
し
1
、
・

、
ウ
l
」
早
と
、

夜
に
皇
オ
た
せ
司
髪
杓
に
豊
か
に
寸
ろ
享
殊
を
迫
車
上
言
！
も

多
ノ
く
用
い
て
い
る
。

A
と
D
l

す
画
布
辛
味
千
も
祝
覆
っ
て
い
る
。
ロ
牽
隼
、
写

牢
や
や
小
さ
く
A
筆
に
扱
う
が
1
字
体
垣
環
碑
句
で
は
掘
鼻

て
乃
－
一

息
弘
：
の
ろ
1
1
車
・
∵
乃
∴
L
を
多
く
榊
い
、
′
〕
l
一

t子
L
を
用
言
∵
q
い
＼
読
可
と
、
が
準
埼
さ
れ
ろ
㌔

B
ど
じ
の
葛
藤
の
掃
薙
げ
碗
か
に
硬
て
い
入
〆
。
し
か
し
、

す
ふ
わ
月
く

己
登
に
1
・
亙
・
人
々
ノ
し
維
・
脅
し
が
巧
い
二
と
、
早
と
は
、
玉
章

と
の
大
き
い
患
い
で
あ
る
フ
「
隼
：
争
」
も
句
く
・
「
J
j
か
崎

で
あ
る
二
ソ
〓
U
と
・
C
雀
の
′
簡
妄
言
言
慧
隼
が
錮
亘
て
右
リ
、

田
等
の
中
ぐ
も
っ
と
も
少
な
い
も
の
で
．
み
る
。
軍
孝
は
「
お
」

の
タ
司
に
消
色
が
わ
ら
．
。

句
不
　
敬
丈
の
古
写
本
一
報
午
り
見
て

つ

　

　

り

了
介
二
「
し
く
巧
言
∵
も
の
に
、
「
二
丑
／
サ
↑

、
本
碩
料

車
　
　
　
・
し

1
櫓
・
崩
∵

エ
成

り
と
が
み
う
つ
「
放
し
の
タ
匂
い
の
も
日
立
「
。
組
・
ク
親
し

か
前
言
∵
り
れ
て
い
誓
い
宰
殊
の
中
l

こ
。
杷
項
斜
で
1
1
多
く
珂

い
ら
れ
る
も
の
も
あ
タ
ず
っ
て
あ
き
．

。
晴
代
的
変
化
y
I
か
骨

尚
の
娘
璃
′
も
カ
勺
の
そ
あ
ろ
う
ゥ

「
い
（
江
）
」
は
元
来
ヤ
行
江
を
一
爪
寸
も
の
で
あ
る
牢

古
本
翠
溶
廉
に
良
二
桝
の
み
で
あ
る
。
ヤ
行
下
二
校
知
詞
の

未
綻
・
壷
郡
元
が
多
ノ
い
に
も
柏
ら
争
「
え
」
を
珂
い
て
・
お
目
ノ

骨
頂
ビ
し
て
ほ
句
読
、
書
不
時
草
寛
と
し
て
も
ヤ
絹
江
持
組

や
ら
れ
巧
い
。
逆
し
一
利
貢
「
も
ヱ
～
上
誹
栂
現
し
（
郎
・
甘
）

＞
」
あ
1
て
該
当
す
う
臣
の
如
く
で
．
あ
う
が
、
竺
利
は
、

つ
り
タ
フ
で
．
t
わ
ヰ
L
f
も
こ
こ
ら
リ
ー
〓
∵
勒
々
・
・
1
－
〔
申
一
〇
）

、
二
二
？
1
、
乙
持
し
午
玲
再
じ
L
と
挽
∃
机
て
き
行
の
を
、

雪
古
本
放
論
泉
啓
翠
封
』
で
訂
正
し
に
。
つ
草
の
「
ひ
し
は

「
r
l
L
の
耶
く
費
の
直
し
㌣
り
空
包
に
勺
っ
て
ゆ
き
、
右
の

書
体
V
L
堕
唄
ラ
か
に
里
長
「
て
L

l
葱
。
杷
動
詞
「
千
丁
L
に

′
感
動
詞
「
か
う
L
を
複
合
さ
せ
て
把
動
詞
と
し
て
酎
い
る
の

は
不
自
県
で
あ
っ
て
、
二
の
風
間
か
、
り
字
画
を
注
現
し
て
亘

し
い
者
を
見
出
し
一
に
の
そ
あ
う
。
「
え
・
、
‥
‥
え
下
し
の
蕗
浅

草
小
首
中
l

二
も
紅
l
二
二
期
存
し
て
い
を
。
い
ま
だ
「
は
し
か

終
日
じ
し
乃
桁
で
封
何
丁
う
向
き
が
見
受
け
ら
れ
な
の
で
．

付
言
し
た
。



六
　
字
体
直
税

異
体
字
感
状
の
原
理
は
円
か
と
温
い
乎
り
す
∴
と
き
、
」
ま
す

思
い
′
等
ぶ
の
は
こ
　
と
「
上
勺
と
l
て
珂
宇
久
が
存
丁
を
た
め
に
、

衷
化
を
未
の
学
詔
を
慮
り
与
に
初
め
瑳
衣
了
あ
ろ
う
．
し
か

し
、
二
再
は
少
く
ど
も
串
本
温
詣
鼻
に
お
い
て
伯
爵
一
▼
薦
芝

で
は
写
い
。

漫
状
ほ
筆
を
下
ろ
す
y
；
三
に
鰭
ま
つ
、
一
錠
さ
の
途
中
、

終
リ
マ
、
将
泰
拝
鮮
昇
り
1
て
き
て
い
ろ
り
土
井
思
生
え
生
絹

『
前
項
及
應
達
』
の
「
上
に
書
か
ざ
る
か
な
」
「
下
に
書
か

ご
ろ
か
指
し
を
靖
滴
．
†
遣
・
音
国
華
坑
皇
笑
水
産
曇
乳
』

『
和
親
大
網
も
圭
司
し
、
て
請
じ
て
李
り
れ
る
り
し
こ
れ
ら
中
世

の
書
の
吋
茂
と
丁
力
刀
が
如
頭
・
達
哉
に
翠
っ
れ
ろ
恥
、
前

夫
に
も
及
ぶ
も
の
か
、
そ
の
「
上
二
卜
J
が
行
の
上
下
か
∵

軍
葦
松
草
空
箱
丁
か
・
繕
う
ま
う
し
て
い
な
い
9
婁
里
芋
玖

苫
荘
T
l
フ
机
を
ご
と
く
、
例
え
丑
『
重
電
犬
飼
鮎
に
表
す
諸

項
に
一
致
す
ろ
こ
と
戌
年
か
な
示
落
し
匂
い
の
で
あ
る
ぅ

1
下
＝
か
）
地
か
　
上
下
わ
小
娘
は
し
　
〔
和
事
大
網
、
夫

君
乳
首
席
鹿
又
亀
讐
斗
写
本
l
二
亨
々
）
y
h
記
さ
れ
仁
木
の
硬

鳥
は
と
う
で
あ
ー
R
か
、
－
古
席
放
論
幕
に
甲
1
㌧
布
L
「
は
し

の
二
字
殊
が
あ
り
・
ハ
行
革
軽
骨
で
、
∵
モ
＝
二
曹
」
二
衣
料
∵
こ
打

っ
た
も
の
も
あ
る
。
仮
名
亀
に
つ
い
て
今
や
言
及
L
与
＝
㌔

守
部
良
1

1
温
串
の
∵
叉
皐
の
腺
経
と
い
一
つ
教
え
示
ら
本
書
乃

汲
莞
一
号
木
を
間
墾
と
し
・
芸
よ
っ
に
雲
と
わ
ら
艶
は

「
本
㌧
早
苛
定
し
て
い
ろ
と
言
っ
て
よ
い
サ
「
程
」
「
仏
L

q
と
語
頭
に
ふ
・
木
骨
苫
璃
っ
語
で
、
別
井
は
唾
の
て
ダ

く
・
1
汚
し
「
外
痕
㌦
塗
抑
」
r
菩
薩
」
に
各
一
例
見
と
ろ
に
過

ぎ
賢
い
。
…
…
・
藷
甲
の
ホ
・
ポ
音
表
患
1

号
恩
義
諒
γ
か
ら

清
竜
で
あ
っ
た
こ
と
が
錦
町
の
得
ろ
「
こ
ほ
っ
（
ろ
）
」
や

「
の
け
る
し
句
と
の
環
会
で
あ
り
、
「
ほ
し
で
．
書
示
云
∵
？
の
が

例
外
l

こ
q
ろ
の
り
だ
郭
、
例
外
云
「
幻
ご
「
寺
し
の
か
一
例
、

…
：
：
・
古
格
の
風
名
登
で
1
軍
は
L
y
こ
犯
さ
れ
仁
恵
で
．
例
え

ば
1
多
」
1
挿
す
ー
お
よ
甘
そ
刀
派
生
酌
は
、
前
者
が
、
欝
‥
4
、

線
音
調
‥
立
て
、
軋
l

こ
語
年
末
を
雪
ほ
し
で
証
す
も
の
、
「
お

ぼ
し
め
T
L
l

ヨ
3
0
‥
3
、
「
あ
ほ
．
申
し
は
部
‥
2
て
、
そ
れ

争
沃
「
ほ
t
－
が
多
い
と
い
っ
l
に
夜
に
風
害
麻
の
固
定
と
網
し

得
べ
く
・
頒
虹
、
把
の
文
字
畳
に
放
し
て
、
整
漁
と
し
て

い
：
ウ
ニ
y
J
は
畢
矢
勺
の
で
あ
′
ろ
㌔

右
l二
村
礼
す
る
必
貴
も
早
い
サ
机
と
、
争
表
示
し
て
み
ろ
ゥ



例
外
は
n
U
で
薗
ん
だ
場
所
に
め
る
ゥ
C
孝
に
隼
別
井
が

句
く
＋
畢
痕
・
努
い
口
車
純
．
隼
麻
糸
を
見
せ
て
い
を
二
．
如
ち
、

古
本
説
旨
果
汁
ホ
侃
名
草
琴
J
l
γ
l

二
廿
を

1
「
右
手
首
ぐ
。
但
し
、
末
九
′
す
木
と
い
l
つ
愛
縁
千
月

「
ほ
し
を
珂
い
ろ
㌔

讐
草
町
中
で
は
自
費
高
、
1
の
二
原
則
を
薫
く
．
着
．
う
忠
し
て

い
ろ
。
．
蟄
‥
用
ナ
ふ
別
井
ふ
㍗
グ
石
い
ま
一
つ
下
卑
ろ
が
、
1
村
ば

す
う
聖
は
ゆ
．
し
一
の
琴
の
2
0
㌧
Z
が
空
軍
午
を
な
て
舟
亘
立
オ

水
＝
の
鍔
千
早
」
．
‥
7
千
「
小
」
が
多
い
。
ダ
董
取
締
敬
語
鮮

え
右
も
の
片
項
泉
の
字
体
が
あ
う
。

〒ノソり
‾T′ノー

l「‘′クー
チ‘ノ1

頭領 壊

．‥

本

．

守｝ヰハ7

カ′
舗

お

・t

へ′JJLu
q
l

lD

．」
l

う55粛

再
ノ

J7
′

5

1リノ
ハHu

蛤 1．25甚

にぴ てノ鴻

二7
－

Lぞ
r

⊥Yリ
＼！・hU

ヰ裡
獲

上
し
ぇ

つ
乙

l
．

1′LF
5

′
。

ヽ
ご

ーLJ
？

77つ∠
鵬

夷

璃

／hV
曾
U
バリ

ノ
「

m址

レ
し

ぼq
－1

9

‘雫ハ‥U
受

一讃粥 …悠∵針…5∵
b

tllノ
胃 血

㍉

誠

・楼

与

ナ
ハ

nいり

．・．1
廿賞

ん
二

、

．l

j〃T

′hu
て
J

つ人
し4初

り
痔

2 0

緒

Z

息

塞

、ぅ

ふ

nll
っ
J

ん

「

且視

＿

数
値
を
変
え
．
有
明
で
あ
ろ
。

有
の
康
別
で
亘
「
上
二
卜
L
が
間

鞄
に
亙
ら
な
い
．
。
食
の
為
行
軍
算
塞

㍉－．1．一

の

麦

芽

三

甲

丁

完

原

机

と

い

っ

て

ヰ

文

字

の

二

と

て

ち

ら

示

ら

、

暗

元

∵

上

土

小

人

に

キ

与

対

殊

に

よ

り

表

記

町

疎

愚

も

変

わ

り

・

列

外

も

存

丁

守

り

た

だ

、

吉

本

婆

軍

濱

♪

旧

人

の

草

が

木

に

「

い

て

同

じ

原

朝

で

寓

〓

て

い

．

与

へ

亘

が

興

味

深

い

n

で

あ

る

っ

ホ

吊

と

料

噴

『

塔

芝

草

せ

る

も

の

膏

把

に

写

く

∵

孝

酎

∵

負

の

頑

隈

l

て

鹿

町

で

り

隼

q

い

㍉

以

上

は

そ

の

率

隼

芝

試

み

打

に

迫

ぎ

耳

目

。

行

男

・

行

凍

l

ま

客

観

車

に

明

瞭

『

第

千

字

殊

の

ケ

布

上

線

う

べ

き

狙

且

刀

一

千

あ

ろ

。

か

∴

f

j

乃

哉

克

子

筒

リ

丹

軋

。
和
寒
丸
綱
』
を
壊
珂
す
れ
1
．
謙
．
、
「
示
し
将
、
「
下
ぺ
　
L
甲
㌧
「
ぬ

か
し
、
「
納
言
は
「
上
。
小
＞
第
人
J
、
1
二
言
は
ー
上
。
か
．
ゝ

鈍
才
二
㌦
と
ふ
て
一
て
令
現
し
て
去
り
∵
「
上
す
わ
か
ぬ
う
」
「
上

下
甲
か
め
也
」
・
「
上
下
串
が
め
　
了
㌦
　
上
．
下
市
か
魂
　
と
」
．
刃

と
、
も
亘
様
で
あ
る
牢
　
「
上
下
れ
か
め
榊
L
 
l
上
下
わ
年
あ

っ
し
は
二
月
の
み
妥
当
で
あ
ら
，
ヮ
ヨ
『
　
「
々
」
ほ
1
上
∴
か

く
丹
　
下
。
く
か
く
々
L
∵
y
L
は
遠
に
匂
「
′
　
て
い
う
。
畠
各
組
慈

轟
に
「
l
了
レ
ポ
と
し
い
為
に
1
　
二
の
l
組
合
せ
が
戌
リ
立
上
与
り

こ
と
も
鮮
由
力
一
つ
千
あ
ろ
一
1
か
．
。
「
心
＼
L
．
が
痺
勺
童
本
鑑
詫

集
そ
「
千
。
か
・
h
ト
殉
′
＼
　
上
手
わ
か
め
句
し
力
不
一
致
を
指

痛
手
や
こ
と
り
烹
味
か
な
い
㍉
ゾ
　
勺
′
和
衷
大
綱
言
二
㌢
ト
ェ
∵
言
一
1

と
こ
ろ
が
再
に
「
い
子
守
の
小
は
埴
葦
に
吟
味
↓
了
ヾ
さ
句
の

で
あ
ろ
う
。
語
頭
に
つ
い
て
は
「
上
ニ
ー
L
去
ケ
の
妥
婆
値
が

鬼
＝
と
忍
線
さ
れ
ろ
㌔
二
∵
不
し
た
「
い
て
取
り
上
げ
て
、
▼
み
ろ
っ



．
行
頭
の
「
一
か
‥
れ
∵
」
を
㊧
自
立
藷

譜
、
乳
、
⑨
手
の
鳩
（
洛
中
工
具
助

詞
四
部
淘
可
と
）
　
に
撒
け
、
甲
葦

そ
れ
ぞ
れ
の
∵
仇
混
幸
三
見
ろ
こ
こ
　
下

嘉
宗
㌣
耶
く
二
h
q
リ
・
そ
れ
や
具
に

を
怠
り
あ
云
こ
乙
が
洋
紅
上
ボ
1

′

　

1

リ

、

い

し⑦

つ
れ
ノ

伯

A

 

B

 

C

 

p

7

　

1

　

　

′

・

0

　

5

八

U

　

　

－

　

　

八

U

 

n

U

－

一

1

・

0

　

　

0

　

7

7

　

7

　

一

〇

　

官

リ

桝
外
の
あ
り
方
に
関
し
て
も
「
つ

一
例
確
り
上
隼
を
1
・
。
∴
孝
j
t

H
『
軸
歌
人
網
も
に
「
上
下
巾
か

均
璃
し
こ
言
か
れ
ろ
が
・
古
本
乳
詩
集
で
は
行
誓
そ
し

D幻l
「
．

ノ

ア

ノ

て
く
ろ
ヶ
郡
で
／
、
A
孝
豆
、
「
か
し
を
畠
上
り
三
石
鳶
這
竺
が
宿
二
甥
に

く
々
滝
谷
・
「
わ
し
を
そ
机
以
外
に
ビ
尽
い
懲
り
ブ
∴
い
ろ
っ
角

井
竺
例
ほ
「
ち
温
み
′
も
し
（
窄
三
の
如
く
埠
孝
を
星

賢
く
．
丸
く
れ
ち
込
ん
で
∴
化
の
「
つ
」
と
ほ
草
坪
内
に
正
臥
し

た
も
わ
で
あ
′
ろ
っ

ヽ

β
と
p
筆
は
碩
向
を
同
じ
一
1
′
L
l
「
か
し
は
ノ
自
立
語
語
頭
に

弼
い
ち
が
、
「
ヶ
月
語
頭
に
．
イ
ご
て
の
把
に
も
直
別
せ
争
覇
い

て
い
ケ
っ
例
外
の
「
桝
は
私
印
詞
「
か
し
L
（
9
7
－
占
）
で
奉
る
っ

C
碧
は
、
行
頭
に
「
酔
」
を
料
言
与
、
そ
し
て
自
立
浮
語
頭

も
羊
の
他
も
直
別
芝
し
旬
日
。
、
」
こ
そ
t

l
、
勺
し
⑥
の
5
別
が

例
外
言
こ
q
云
霊
、
」
の
．
1
亡
ノ
フ
一
朗
は
前
行
に
1
か
し
．
．
小
太
り
ろ
・
っ

競
再
㌃
∴
エ
持
綾
言
（
嘩
ヱ

誇
頭
ゾ
ー
そ
の
把
と
い
う
点
て
r
真
田
孝
と
も
苧
D
喜
二
ト
記

し
た
字
体
感
掟
を
て
る
‥
〃
T
L
ふ
∵
与
∴
そ
の
共
通
性
の
上
に
、

持
頸
チ
小
異
ボ
五
㌢
．
㌣
エ
リ
け
ネ
し
あ
行
二

末
1
j
L
と
見
て
定
ノ
＼
・
本
丸
平
子
も
、
「
尭
」
や
中
耳
密
語
頚

か
狗
知
珂
ク
リ
に
吊
い
、
l
フ
れ
・
1
さ
し
n
会
報
l

こ
多
く
艮
わ
れ

て
い
う
。
て
脅
r
璧
品
数
孝
く
、
安
い
印
象
の
キ
血
言
ヱ
ど
℃
洛

甲
一
巨
竜
せ
千
・
語
尾
に
も
「
わ
・
「
懲
L
与
と
九
㌢
い
一
l
一
行

碑
の
例
外
5
利
一
は
布
衣
の
ご
と
く
A
b
中
耳
に
み
．
る
b
P
章
の

一
例
は
前
門
に
1
万
む
し
が
ふ
㌻
？
為
に
字
麻
草
隼
乙
た
も
の
一
。

力
屯
・
1
も
／
｝
て
、
＼
一
身
！
、
軋

j
つ
．
へ
＼
＼
の
九
八

∵7

A
一
号
年
利
の
う
う
3
例
月
　
「
　
わ
て
L
ヽ
∵
く
L
で
今
寺
。

「
在
L
鉦
の
ヂ
百
二
正
藷
と
1
番
フ
高
」
「
牟
う
し
「
た
り
し
「
亘
に
し
こ

で
占
の
ら
性
、
琴
平
良
作
墾
芋
今
才
甲
ェ
と
か
ケ
見
爪
や

本
丸
中
に
戟
多
言
「
紬
て
、
こ
の
形
の
∃
旦
月
預
に
も
輌
い

r
も
の
と
料
寺
ふ
∵
笠
二
磐
孝
を
清
に
太
く
首
ノ
ヽ
A
・
筆
の
写
真

で
わ
外
事
よ
う
に
、
．
主
　
に
　
当
敗
の
二
と
て
も
あ
る
が
、
行

軍
は
行
え
㌣
ち
覆
放
し
て
墨
騒
ぎ
芝
せ
手
に
裔
く
ご
と
い
か
タ

い
。
鑑
三
（
本
文
中
の
筆
畳
F
が
そ
の
ま
ま
鳴
き
性
急
こ
こ

も
あ
ノ
う
わ
ノ
リ
子
あ
∵
ろ
∴

古
本
温
詩
集
に
ポ
い
て
も
・
革
み
書
草
本
で
東
園
さ
．
れ
ろ

二
∴
て



と
二
ろ
の
、
荊
′
r
石
勺
と
l
こ
甲
写
H
か
ら
う
ソ
‡
L
に
字
体
を
患

え
ゥ
タ
万
活
が
・
甘
い
千
1
1
勺
l
l
い
＝
乙
を
・
右
に
鋤
景
∵
し
て
九

に
。
「
U
ま
で
∴
γ
幼
子
御
豆
∃
心
て
L
ハ
？
占
）
＝
爪
γ
利

の
ト
㌻
1
日
二
弊
風
字
も
訝
㌻
ん
ろ
㌔
　
H
r
が
、
こ
れ
も
¶
量
子
で
は

う
ー
＼
ヤ
巧
ゼ
路
ハ
り
（
華
ヰ
）

の
ま
っ
に
伺
字
体
乏
聖
職
ろ
二
と
．
、
か
多
い
。

．
字
軋
亜
虜
の
間
理
に
つ
い
て
、
私
の
最
っ
と
も
東
l
心
の
悪

い
の
は
、
連
字
殊
で
の
そ
・
机
で
あ
う
ー
そ
の
一
別
と
し
て
．

晋
石
種
の
て
免
y
い
卯
討
「
甘
し
の
字
体
と
上
藤
辛
味
y
二
の
簡

単
電
考
え
て
み
よ
1
1
。
上
痔
語
に
己
殊
形
が
象
ア
く
、
中
㌣
も

助
動
詞
ケ
リ
・

タ
ノ
ー
I
ノ
の
多
ノ
い
、
一

と
か
う
「
…
、
れ

ば
し
の
建
託
に

つ
い
て
審
査
し

た
の
が
上
表
で

あ
る
。
レ
l

二
ほ

1
直
．
れ
し
の
こ

れ
が
あ
リ
、
バ

の
七
味
と
の
組

合
せ
を
見
る
と

田
筆
そ
れ
ぞ
れ

一
√
ハ

の
遭
い
が
興
味
深
い
P
A
費
は
「
甘
十
り
菅
山
射
し
（
撃
柑
）

の
酌
餌
多
く
、
八
稜
の
ウ
ノ
ィ
ア
立
惑
う
、
β
膏
こ
れ
に
観
ろ

け
れ
ど
も
・
ロ
頗
㌣
あ
っ
て
・
「
「
す
よ
お
亙
抽
射
し
C
甲
且

の
形
を
靖
色
と
才
人
プ
っ
C
肇
は
「
三
月
の
め
れ
ハ
レ
（
一
l

り
？
）

と
〓
－
つ
単
純
言
こ
聖
と
菜
甲
し
、
D
貨
も
河
鹿
で
あ
わ
。
但
し

僅
か
守
が
ー
り
存
了
を
把
の
組
合
七
の
脊
布
－
正
賓
が
あ
う
り

号
俸
盈
箆
の
観
点
か
ら
乃
鹿
島
字
体
河
童
に
「
い
て
一
例

を
一
石
し
た
云
〃
九
二
ぐ
、
∴
尊
く
r

l
絶
縁
に
拝
す
こ
と
に
打
二
っ
た
㌦

に
琴
を
藤
の
日
時
の
†
「
千
句
1
た
回
章
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
述
べ
泉
1
た
y
こ
ろ
や
上
表
で
明
ら
か
に
な
ー
た

こ
と
ヒ
思
わ
れ
ろ
。
へ
l
九
七
九
・
三
二
）

津へ
l
〕
「
仮
名
文
字
垂
巧
」
．
ハ
薗
藷
倒
、
え
朝
を
2
号
）
与
と
。

（
Z
J
「
藤
虎
定
額
の
文
空
ノ
づ
か
い
－
「
雪
し
1
お
し
の
平
和
を
乎

心
と
し
て
1
」
〔
言
語
写
滝
鋼
童
）

（
3
〕
「
立
寄
か
匂
う
小
い
L
に
つ
い
て
し
（
佐
伯
晦
及
将

士
古
鳴
記
念
画
語
学
轟
展
、
妄
六
九
）

（
4
）
雪
国
哲
西
文
学
膏
科
薗
鞠
大
事
輿
も
（
会
酎
整
盈
恩
吾

〔
5
）
1
源
名
文
に
ぶ
り
7
9
叉
み
ナ
徒
刑
に
つ
い
て
し
ハ
見
九

大
草
薮
を
年
鑑
音
寮
略
号
、
廼
和
鳩
）

（
ら
）
箕
島
入
学
）
酎
鰭
史
爾
定
食
会
壷
∵
鼻
薮
音
読
範
旦

（
7
）
『
日
本
語
の
盈
乳
も
C
至
え
堂
・
帽
触
3
2
）

（
官
）
、
綴
‰
項
科
し
（
国
語
癒
え
中
農
3
号
．
昭
和
瑠
）




